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前学長木野先生が停年退職制に よって本学 園を去 られてか らはや くも半年
の歳月が流れた。人間の価値は仕事がすんでか らきまる,と いわれてい る
が,先 生が本学の教官 ことに学長の重責をはたされ,退 官に よって先生を本
学か ら失った今に なってみ ると,今 さらなが ら先生の人柄の真にす ぐれてい
ることがつ くづ く感ぜ られる。先生が学者 として も教師 としても立派な方で
あったことは今 ここで説明す るまでもない ことであるが,先 生は実に40年と
い う長い年 月,い わば先生の人生の 大部を本学 の ために 献げ られたのであ
る。
昨年 この緑丘学 園が開校50周年記念を迎えた次第であるが,本 学の歴史を
かえ り見 るとき,先 生は真に緑丘学園の今 日までの成長,発 展 と終始を とも
にされた といってよい。現在の名門小樽商大をきづきあげるにいたるまでに
は幾多の先輩教官や現教官の貢献によるものが多大であることはい うまで も
ないことであるが,わ けて も大野先生の功績の大なるものがあったことも事
実である。
先生の在職中に幾千の緑丘人が生 まれ,経 済界は もちろん学界その他の分
野において多 くの人材が輩出されたが,そ の大部分は先生の息のかかった人
々であ り,そ の教えを受けた ものであって,今 回の停年退職を心か ら惜 しま
ない ものはないであろ う。
明治44年この北辺の地に商科の唯一の専門学校 として緑丘学園が誕生 して
以来,今 日までのその歩みは決 して平坦なものではなかった。今で こそ北海
道は開発ブームに乗 って全国においてもその比を見ないほ どのあ らゆ る面の
発展を とげつつあるが,創 立当時は もちろんそれか ら終戦直前にいたるまで
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の時においてさえ,北 海道はいわぽ"熊 の出る国"で あった。そのために北
海道はいつ も取 りのこされた土地であ り,いわゆ る内地の人 々に とっては僻
辺の地であって,人 の進んで来 るところではなか った。 こうした事情下にお
け る学校づ くりがいかに困難であったかは容易に想像するζとができるが,
その間における歴代の学長をは じめ諸先生の苦心は並大抵の ものではなか っ
た。そのことに よって現在の小樽商科大学 の名声の基礎がつ くられたのであ
る。
しか し本学園の数多 くの危機の うちで終戦直後における新制大学の設置の
問題に直面 した ときほ どその危機の大きかったものはないであろ う。それは
本学の伝統が壊滅す るか否か とい う本学は もちろん同窓生,小 樽市全体に と
っても重大な危機であった。今その経緯について詳述する余裕を もたないが
当時それ らの関係す じが全 く死力を尽して緑丘の存続のために闘い,そ のお
蔭で本学が全国で も稀れに見るケース として単科の商科大学 として 目出度 く
昇格することができたことはい うまでもない。
しか しなが ら当時本学の最高責任者 としてその渉にあた られた先生が最 も
多 く頭を悩 まされ,か つまた最大の努力を払われたことも事実である。当時
先生が本学の単独昇格のために どんなに粉骨砕身の努力をされたかは当時の
事情をよく知るものの等 しく認めるところであるが,先 生の この努力 と覚悟
がで きてい なかった ならぽ,昇 格は最大の危機に 瀕ん して いたか もしれな
い 。 もし昇格が不可能に終わ っていたな らば,本 学は今 日のように学園 と同
窓生 とが一本のきずなに よって純粋に結ぼれてい る姿を とることができなか
ったであろ う。 このことは本学は もちろん同窓生全体に とって も何 ものに も
まさる幸いであった。今 日他の多 くの旧制高等学校が他 との合併によってそ
の同窓生が 自らの直接の故郷を失い,緑 丘の今 日の姿を羨望の眼を もってみ
てい るとき,緑 丘に関係のあ る人 々は,当 時の人 々とくに大野先生に対 して
尊敬 と感謝の念を深めざるを得ないであろ う。
しか もこのよ うな大事業に直接あたって成功 した場合には,そ の直接の責
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任者は大抵の場合その自慢談を したがるものであるが,先 生はそのことにつ
いて一言 もふれ られたことはなかった。それは後任の私に対す る顧慮か らで
もあった と思 うが,そ れだけ私は先生の人格に対 して深い敬意を感ず るもの
である。
先生は何事についても自分のことはいわないで,い つ も他を考慮 されてい
るよ うである。そのことを理解出来 ないで自分だけを表面に出したがる人 々
は,と きには先生を無視 し,そ の結果先生に対 して尊大な態度を とる傾 きが
あ りは しなか ったか と思 うが,そ の ことについての言訳や愚痴を先生の口か
ら一度 もきいたことはない。いつか小林象三先生がいわれたように,全 くの
ジェソトルマソ,す なわち紳士である。 ともか く私にとっては先生は一番安
心 して相談のできる相手方であった。
元来本学 のような単科大学は,総 合大学のもつ複雑 さがな く,比較的まと
まりやすい とい う特徴を もっているが,他 面においては講座制でな くて科 目
制 を実施 してい るため教官はその担任の個々の科 目についての研究 と教育の
責任者であ り,い わぽその科 目に 関 しては一国一城の主人の如 きものであ
る。もちろんそのことの良否を ここでい うのではないが,こ の ような事情の
ため本学のような単科大学においては,講 座制を しく総合大学におけるよ う
に学科を代表 し,統括する教官はいない し,職責上か らも存在 し得ない。 も
しあるとしてもただそ れをみんなが認めてい るだけのものである。従 って教
授会そのものも科 目の担任者 の集ま りであって,学 科の代表者の集まりでは
ない。 ことに本学の ように全教官の構成の小規模な大学では,事 実上評議会
をつ くることは殆 ど不可能 とい ってよい。その結果,大 学の全体の立場か ら
絶 えず構想を練 り,そ の構想に対 して責任を もつようにされてい るのは単科
大学では学長である。単科大学においては総合大学におけるよ うな本来の学
部 長 も存在 しない。従 って本学のような場合では,総 合大学の学長のように
各学部長がきめてきたことに印をおすだけでよい とい うようなことはあ り得
ない。ここでは学長が学部長のやることもや らな くては ならないのである。
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それ以外に学長は大学についての一切のことをや らな くてはならない責任を
もっている。
私は自分のことをいいたいためにここに こんな話を もち出すつ もりはない
が,と もか く単科大学は表面では非常に簡単のよ うに見えるが,内 容的には
こまかい仕事が非常に多い とい う事情か ら考えて,し か も戦後十何年かの最
大の苦境時代に,当 時の学長がいかに多忙でそ してまた頭を悩 ます ことが多
か ったか とい うことを私はいいたいのである。そ してその苦悩の十年余 を大
野先生が 本学の 最高責任者たる学長 として 本学の経営に あたられた のであ
る。その ことを思 うと,先生が病で倒れ られたとい うことは決して偶然では
ない。 ことに先生のように黙 って他のために気を くば られるような方であれ
ば,な おさらのことであったに違いない。おそ らく大野先生は本学歴代学長
の うちで一番苦難 な路を歩 まれたのではないか と思 う。その意味において先
生が病気か ら回復 され,今 日のように元気になられた とい うことは,何 にも
まして有難い ことであ り,私に とって も心か らの喜びである。
その喜びは,先 生が昨年本学開校50周年記念祭を御丈夫な体で迎え られた
ことによってより以上に強め られた。50年とひ と口にいってもその年月を直
接身体で体験す ることは並大抵のことではない。先生はその中の40年とい う
長い歳月を本学 の成長 と労苦を ともにされている。その間のいろいろの思い
出は,先 生に とっては言葉にいい尽せぬほ ど深い ものがあったであろ う。卒
業生にとってももちろんそ うであったろ うが,本 学の40年の生活を身に体 し
てこられた先生に とってはより一層あの50周年の記念祭の当日は,先 生の人
生における最良の日であったに違いない。あの日の先生の喜ぽ しい顔を私は
今で も思い出す。あの 日健康にな られた先生 と共に記念祭を迎えたことを有
難 く思 ったのは,お そ らく私一人だけではなかった と思 う。 もし先生が病気
に倒 れ られたままであった ら,あ の記念祭 もそれだけ淋 しい ものであったに
違いない。
今 ここに本学に尽された先生の長年の功績に酬い,先 生の御退官を記念 し
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伺時に先生が再び健康にな られた ことを御祝い して,本 学 の教官は もとよ
り,先生 と縁故のある学外の諸先生が ともどもに記念論文集を編集 し,こ れ
を先生に献げ ることので きることは,先 生に対する何 よりの御礼のしるしで
あ り,先生が本当に喜んでいただけることであると私たちは信 じてい る。ど
うか先 生が今後健康になお一層留意されて,本 学の将来の発展のために長命
されることを私たちは祈 ってや まない。
終わ りに望み,本 論文集のためにお忙 しい ところを御寄稿下 さった学外の
諸先生の御好意に対 し厚 く御礼申し上げるとともに,協 力 された本学教官の
御苦労に も感謝の意を表す る。最後に本論文集の作成にあたっては,小 樽商
し
科大学後援会か ら多大の御援助をいただいたことをここに付記 してもって こ
れを謝辞にかえる次第である。
1962年9月末 日
